
Ⅰ はじめに

2020年度春学期開講の健康科学科 1年次「養護入
門」は、養護教諭一種免許状取得のための必修科目
「養護概説」履修前の事前教育として新設された入門
科目である。養護教諭養成教育において、「養護概説」
に関する研究は数多くなされている1）‐4）中で、「養護
概説」履修前の教育に関する研究は数少ない5）6）。い
じめ、児童虐待、不登校、感染症など子どもを取り巻
く健康課題が多様化・複雑化している中で、子どもの
健康管理と健康教育に専門性を有し、関係者と連携・
協働して課題解決へ支援するとともに、子どもが生涯
にわたって健康に生活する力を持てるよう管理・指導
する養護教諭は、教職員や学校関係職員をはじめ、保
護者、社会から大きな信頼と期待が寄せられている。
「養護入門」は、これらの資質能力を備えた養護教諭
の育成を目指した専門的な学習にスムーズに入ってい
けるよう、学校、教育、養護、子ども理解を内容とし
た導入科目である。「養護入門」の授業効果について
検討すべく、初年度の授業実践報告を第 1報7）として
まとめ、新型コロナウイルス感染症拡大の下、各授業
担当者が工夫をこらして授業を行い、その結果、養護
について学ぶレディネス形成と学習意欲向上に成果が
認められた。
第 1報の結果を受けて、第 2報では、「養護入門」

履修者の養護教諭に関する意識や学習がどのように変

化するのかに着目した。先行研究では、養護教諭特別
別科生の養護教諭に関する意識について一年間の経年
変化を捉えた研究8）、教員養成教育における 3年間の
経年変化を捉えた研究9）がみられる。一方、授業科目
の履修を通した学生の変化に関する研究は、久保10）に
よる「教育方法概論」講義前後の養護教諭の意識を比
較した研究、永浜ら11）による 4年生対象の養護専門科
目及び教職関連科目の受講による認識変化に関する研
究があるが、「養護概説」関連の単一科目の履修につ
いては、小川ら12）が「養護概説」履修前・中・後を比
較している研究があるものの対象は全国の養護教諭養
成機関の学生であり異なる集団における一時点の比較
である。このように、「養護概説」関連の単一科目の
履修による同一集団の変化を捉えた研究は行われてい
ない。
本授業の目的13）は、「養護教諭の専門的な学習に入

る前の準備段階として、学校の理解、教育の理解、養
護教諭の理解、子どもの理解を通して、養護教諭の職
務に対する興味・関心を高め、学修意欲をみなぎらせ
る。」である。この目的がどのように達成されている
のかを把握することは、授業担当者として当然の責務
である。例えば、本科目の履修を通して、養護教諭の
専門的学習に入る集団として、入門的知識を得ること
で学生間の理解が収れんされていく過程を確認した
い。また、全国的に先駆的に開始している養護の入門
科目の学習効果を分析して発表することは、他の養護
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教諭養成機関へ情報を提供する意義があると考える。
そこで、本研究では、開設 2年目となる 2021年度

春学期に実施した「養護入門」受講により、養護教諭
を目指す学生の意識や学習の成果の自己評価がどのよ
うに変化したのかを、初回（授業前）、中間、最終回
（授業後）の 3時点において、同一質問紙調査を実施
することにより捉えられる経時的変化をもとにした授
業評価をすることを目的とする。

Ⅱ 方法

1 対象及び方法

対象は、2021年度 1年次春学期科目「養護入門」
履修者 1年生 78名である。有効回答者数（有効回答
率）は、選択式質問項目では、初回・中間は 78名
（100.0％）、最終は 75名（96.2％）、自由記述では、授
業前・授業後の両方に記述があった者 73名（93.6％）
であった。

1）選択式の質問項目の分析方法
方法は、質問紙調査を初回（第 1回ガイダンス）、

中間（第 8回）、最終回（第 15回）の 3回、manaba
（ASAHI ネット社の教育支援サービス）のアンケート
機能を用いて実施した。質問項目は表 1のとおりであ
る。問 1性別、問 2志望については初回のみ、問 3目

指す職業、問 4志向、問 5適性、問 6意欲、問 7「知
識・理解」（4項目）、問 8「思考力・判断力・表現力」
（3項目）、問 9「主体性・多様性・協働性」（2項目）
については初回、中間、最終回に行った。問 4～問 6

は養護教諭を目指す学生のみが回答した。問 1～問 3

は単一選択式、問 4～問 9は、「非常にあてはまる」
（5点）、「あてはまる」（4点）、「どちらともいえない」
（3点）、「あてはまらない」（2点）、「まったくあては
まらない」（1点）の 5件法であった。問 7、問 8、問
9は、本授業の達成目標13）を用いた。
分析方法は、始めに各項目について平均値と標準偏

差を算出した。次に初回、中間、最終の経時的変化を
分散分析にて検討し、差が見られた場合には Bonfer-

roni 法による多重比較を行った。なお有意水準を 5％
とした。解析ソフトは SPSS Ver. 27を使用した。

2）自由記述の分析方法
問 10「どのような養護教諭になりたいか」は初回

と最終回に行い、自由記述とした。自由記述について
は質的統合法14）を用いて分析した。はじめに自由記述
データを、訴える内容が一つになるように素材を単位
化してラベルを作成し、001～と順に数字をつけた。
次いで、各ラベルを読み込んで方向性が似たラベル同
士を集めて表札を作り、A 001～と順に割り振った。
さらに表札の類似性を判断しグループ編成をし、B
001～と順に割り振った。表札の中で、グループ編成

表 1 質問項目

実施日 初回（第 1回） 中間（第 8回） 最終回（第 15回）

質問
項目

問 1 性別
問 2 志望
問 3 目指す職業
問 4 志向
問 5 適性
問 6 意欲
問 7「知識・理解」
1）学校のシステム
2）教育とは何か
3）養護教諭の職とは何か
4）子どもの発育発達段階
問 8「思考力・判断力・表現力」
1）子どもの立場から養護教諭の職を考える
2）自ら養護教諭として働く意味を考える
3）養護教諭の担う教育について考える
問 9「主体性・多様性・協働性」
1）養護教諭と子どもの関わりについて、他者と意見交換をすることができる
2）学校の組織の一員としての養護教諭の役割について考えを深め、専門的学習に取り組む意欲を持つことができる
問 10どのような養護

教諭になりたいか
問 10 どのような養護

教諭になりたいか
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ができないと判断された表札は A 〇〇〇として残し
た。なお、1匹狼のラベルは（ ）をして記した。

2 倫理的配慮

履修生に対して、授業終了後 manaba「養護入門」
の科目ニュースにて、研究目的を説明するとともに、
①履修者を 1つの集団として扱い、個人が特定されな
いようにすること②プライバシーの保護を順守するこ
と③協力に不承諾であっても、成績には一切影響しな
いことの 3点を約束することを明示したうえで研究協
力を求めた。なお、質問紙は意識を問うものであるこ
とから、回答に影響が出ないように、授業終了後に研
究協力を求め、履修者 78名の同意を得た。

Ⅲ 結果

1 授業形態・内容・課題

「養護入門」の授業形態、授業内容、各回の課題は
表 2のとおりであった。本年度も新型コロナウイルス
感染症は拡大の一途をたどり、第 1回～第 12回は遠
隔授業と manaba による課題研究を併せて 1コマの授
業形態で実施した。第 13回～第 15回の 3回は、短縮
対面授業と manaba による課題研究の授業形態であっ
た。

2 対象者の特性

履修者 78名中、性別は、女子 76名、男子 2名であ
った。本大学が第一志望の大学であった学生は 64名、
第 2志望が 8名、第 3志望が 5名、第 4志望が 1名で
あった。目指す職業は初回では、養護教諭が 77名
（98.7％）、一般企業が 1名（1.3％）であった。中間で

表 2 「養護入門」の授業形態・内容・課題

回 月日 授業形態 担当 授業内容 課題
1 4/8 遠隔授業・

manaba による課題
斉藤 ガイダンス、授業の進め方 養護教諭と子どもの図からどのような状況

か物語の作成を指示
2 4/15 遠隔授業・

manaba による課題
山本 養護教諭の職務の特質を解説 子どもの SOS のサインにはどのようなも

のがあるか指示
3 4/22 遠隔授業・

manaba による課題
野口 事例を通して、養護教諭にとって「教育と

は何か」を考える①
事例から考えたことを記述

4 4/29 遠隔授業・
manaba による課題

斉藤 養護の機能と基本原理、前回の課題から養
護の働きを解説

話しやすい養護教諭像の作画を指示

5 5/6 遠隔授業・
manaba による課題

斉藤 養護教諭の仕事、養護教諭の一日の例示か
ら職務内容を解説

「保健室の良い（あるいは悪い）思い出」
のエピソード記述を指示

6 5/13 遠隔授業・
manaba による課題

山本 健康観察について解説 子どもの SOS のサインを分類するよう指
示、特徴を考える

7 5/20 遠隔授業・
manaba による課題

野口 事例を通して、養護教諭にとって「教育と
は何か」を考える②

事例から考えたことを記述

8 5/27 遠隔授業・
manaba による課題

山本 心の健康問題の特徴を解説 SOS のサインの対応策を考えるよう指示

9 6/3 遠隔授業・
manaba による課題

斉藤 養護の解釈、養護教諭の専門的機能、法的
規定の解説

エピソード記述の 1例から養護の概念の生
成を指示

10 6/10 遠隔授業・
manaba による課題

野口 事例を通して、養護教諭にとって「教育と
は何か」を考える③

事例から考えたことを記述
事例①②との比較を記述

11 6/17 遠隔授業・
manaba による課題

野口 事例を通して、養護教諭にとって「教育と
は何か」を考える④

事例から考えたことを記述
事例①②との比較を記述

12 6/24 遠隔授業・
manaba による課題

斉藤 ケースメソッド 個人学習後、提出課題を相互閲覧にし、感
想の記述を指示

13 7/1 短縮対面授業・
manaba による課題

山本 SOS のサインの対応策の解説、養護教諭
の仕事の魅力を伝えあう

授業を振り返って養護教諭の仕事の魅力を
考える

14 7/8 短縮対面授業・
manaba による課題

野口 山田洋次監督「学校」DVD 視聴① DVD を視聴して、あなたが考える「教育
とは何か」を記述

15 7/15 短縮対面授業・
manaba による課題

野口 山田洋次監督「学校」DVD 視聴② DVD を視聴して、あなたが考える「教育
とは何か」を記述

※短縮対面授業：60分間の対面授業＋manaba による課題
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は、養護教諭が 75名（94.9％）、一般企業が 1名（1.3
％）、その他が 2名（2.7％）であった。最終では、養
護教諭が 71名（89.9％）、公務員 1名（1.3％）、一般
企業 1名（1.3％）、その他 2名（2.7％）であった（表
3）。

3 意識の経時的変化

1）志向、適性、意欲の経時的変化
「現時点でどの程度養護教諭になりたいと思います
か（志向）」「現時点でどの程度養護教諭に適している
と思いますか（適性）」「養護教諭の勉強に対してどの
程度意欲がありますか（意欲）」の各項目の平均値及

び標準偏差と分散分析の結果を表 4に示した。
「志向」は時期によるアンケート得点に有意な主効
果はなかった（F（2, 138）＝1.78, p＝.172）。「適性」
も時期によるアンケート得点の有意な主効果はなかっ
た（F（2, 136）＝1.29, p＝.278）。「意欲」は時期によ
るアンケート得点の有意な主効果が見られた（F（2,
136）＝6.87, p＝.004）。Bonferroni 法による多重比較の
結果、初回と最終の得点に有意差が見られ、最終は初
回に比べて意欲が低くなった。

2）「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性
・多様性・協働性」の経時的変化
「知識・技能」について 4つの質問項目、「思考力・
判断力・表現力」について 3つの質問項目、「主体性
・多様性・協働性」について 2つの質問項目の平均値
と標準偏差、分散分析の結果を表 5に示した。

表 4 養護教諭を志望する学生の志向，適性，意欲の記述統計と分散分析の結果

n
初回 中間 最終 ANOVA

M SD M SD M SD F 値 p 値 多重比較
現時点でどの程度養護教諭になり
たいか（志向） 70 4.74 0.47 4.70 0.55 4.64 0.51 1.78 .172

現時点でどの程度養護教諭に適し
ていると思うか（適性） 69 3.59 0.71 3.46 0.74 3.51 0.68 1.29 .278

養護教諭についての勉強に対して
どの程度意欲があるか（意欲） 69 4.94 0.29 4.88 0.37 4.75 0.50 6.87 .004 初回＞最終

表 5 知識・技能，思考力・判断力・表現力，主体性・多様性・協働性の経時的変化

授業目標 n
初回 中間 最終 ANOVA

M SD M SD M SD F 値 p 値 多重比較

知識
技能

1）学校のシステムとは何かを考え、自
分なりに表現できるか 75 3.27 0.92 3.57 0.72 3.72 0.58 11.89 ＜.001 中間，最終＞初回

2）教育とは何かを考え、自分なりに表
現できるか 75 3.52 0.81 3.84 0.62 3.85 0.63 10.05 ＜.001 中間，最終＞初回

3）養護教諭の職とは何かを考え、自分
なりに表現できるか 75 4.07 0.72 4.23 0.56 4.17 0.64 2.23 .111

4）子どもに関して考え、自分なりに知
ることができるか 74 4.12 0.76 4.26 0.74 4.24 0.74 1.41 .248

思考力
判断力
表現力

1）子どもの立場から養護教諭の職を考
え、自分なりに発表することができるか 75 3.85 0.75 3.96 0.65 3.96 0.78 0.94 .393

2）自ら養護教諭として働く意味を考え、
自分なりに発表することができるか 74 3.92 0.79 4.12 0.66 3.93 0.71 3.71 .027 中間＞初回，最終

3）養護教諭の担う教育について考え、
自分なりに表現できるか 75 3.72 0.78 3.80 0.70 3.88 0.70 1.43 .243

主体性
多様性
協働性

1）養護教諭と子どもの関わりについて、
他者と意見交換して互いに深め合うこと
ができるか

75 4.29 0.78 4.27 0.68 4.23 0.67 0.29 .752

2）学校の組織の一員としての養護教諭
の役割について考えを深め、専門的学習
に取り組む意欲を持つことができるか

74 4.76 0.46 4.57 0.58 4.41 0.55 12.49 ＜.001 初回＞中間＞最終

表 3 目指す職業の経時的変化 （人）

n 養護教諭 公務員 一般企業 その他
初回
中間
最終

78
78
75

77
75
71

0
0
1

1
1
1

0
2
2
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（1）「知識・技能」
「学校のシステムとは何かを考え、自分なりに表現
できるか」は時期によるアンケート得点の有意な主効
果が見られた（F（2, 148）＝11.89, p＜.001）。Bonfer-
roni 法による多重比較の結果、中間と最終は初回に比
べて得点が高くなった。「教育とは何かを考え、自分
なりに表現できるか」も時期によるアンケート得点の
有意な主効果が見られた（F（2, 148）＝10.05, p
＜.001）。Bonferroni 法による多重比較の結果、中間と
最終は初回に比べて得点が高くなった。「養護教諭の
職とは何かを考え、自分なりに表現できるか」（F
（2,148）＝2.23, p＝.111）、「子どもに関して考え、自分
なりに知ることができるか」（F（2, 146）＝1.41, p
＝.248）は時期によるアンケート得点の有意な主効果
はなかった。
（2）「思考力・判断力・表現力」
「子どもの立場から養護教諭の職を考え、自分なり
に発表することができるか」は時期によるアンケート
得点の有意な主効果はなかった（F（2, 148）＝.94, p
＝.393）。「自ら養護教諭として働く意味を考え、自分
なりに発表することができるか」は時期によるアンケ
ート得点の有意な主効果が見られた（F（2, 146）＝
3.71, p＝.027）。Bonferroni 法による多重比較の結果、
中間は初回と最終に比べて得点が高くなった。「養護
教諭の担う教育について考え、自分なりに表現できる
か」は時期によるアンケート得点の有意な主効果はな
かった（F（2, 148）＝1.43, p＝.243）。
（3）「主体性・多様性・協働性」
「養護教諭と子どもの関りについて、他者と意見交
換して互いに深め合うことができるか」は時期による

アンケート得点の有意な主効果はなかった（F（2,
148）＝.29, p＝.752）。一方「学校の組織の一員として
の養護教諭の役割について考えを深め、専門的学習に
取り組む意欲をもつことができるか」は時期によるア
ンケート得点の有意な主効果が見られた（F（2, 146）
＝12.49, p＜.001）。Bonferroni 法による多重比較の結
果、初回，中間，最終と順に得点が低くなった。

4 「どのような養護教諭になりたいか」の
授業前（初回）・授業後（最終回）の経時的変化

1）データの分析過程
履修者が自由記述したデータの分析過程を表 6に示

した。自由記述データを、訴える内容が一つになるよ
うに素材を単位化してラベルを作成した結果、授業前
のラベル数は 167個、授業後のラベル数は 156個であ
った。次いで、各ラベルを読み込んで方向性が似たラ
ベル同士を集めて表札を作った結果、授業前の表札数
は A 001～A 027の 27個と一匹狼のラベル 1個の計
28個であった。授業後の表札数は A 001～A 009の 9

個と一匹狼のラベル 1個の計 10個であった。さらに
表札の類似性を判断しグループ編成をしたところ、得
られたグループ数は、授業前は B 001～B 007の計 7

個であり、授業後は A 001、A 003、A 005、A 008、B
001～B 003の計 7個であった。各グループにシンボ
ルマークをつけ、以下【 】で示す。
授業前は【小中高の時にお世話になった養護教諭の

存在】【専門職の知識・技術を身につける大学での学
び】【子どもの観察】【入りやすい保健室づくり】【子
ども・教員・保護者からの信頼】【子どもが成長でき
るような支援】【冷静な判断力】である。授業後は

表 6 質的統合法の分析データ（どのような養護教諭になりたいか）

データ ラベル 表札及びラベル（根拠となるラベル数） グループ編成（根拠となる表札及びラベル）
授業前 73 001～

167
A 001（3） A 011（5） A 020（4）
A 002（5） A 012（3） A 021（6）
A 003（11） A 013（5） A 022（2）
A 004（2） A 014（4） A 023（7）
A 005（3） A 015（5） A 024（14）
A 006（4） A 016（6） A 025（22）
A 007（3） A 017（4） A 026（12）
A 008（3） A 018（7） A 027（14）
A 009（3） A 019（3） 039
A 010（6）

B 001（A 001）（A 002）（A 003）
B 002（A 009）（A 010）（017）
B 003（A 008）（A 012）（A 027）（039）
B 004（A 004）（A 014）（A 022）（A 024）
B 005（A 005）（A 007）（A 011）（A 015）
B 006（A 016）（A 018）（A 019）
B 007（A 006）（A 013）（A 020）（A 021）（A 023）（A 025）（A 026）

授業後 73 001～
156

A 001（10） A 005（15） A 009（22）
A 002（15） A 006（14） 148
A 003（11） A 007（7）
A 004（9） A 008（28）

A 001 B 001（A 002）（A 007）
A 003 B 002（A 006）（148）
A 005 B 003（A 004）（A 009）
A 008
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【「養護入門」の学習】【子ども・教員・保護者からの
信頼】【居心地の良い保健室】【教職員・保護者・関係
機関との連携】【子どもが成長し、自信に繋げられる
関わり】【学校になくてはならない存在】【これからの

大学生活での学び】である。

2）見取図
グループ編成で得られた授業前、授業後の各 7個の

図 1 「養護入門」履修者の授業前の記述（見取図）
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シンボルマークについて、それぞれグループの関係を
構造化して空間配置し、図解を作成した。授業前の見
取図を図 1に、授業後の見取図を図 2に示した。

（1）授業前の見取図の結論文
授業前において、学生は「どのような養護教諭にな

りたいか」の質問に対して、「話を聞いて励ましてく

図 2 「養護入門」履修者の授業後の記述（見取図）
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れた心の支えとなる対応」をしてくれた【小中高の時
にお世話になった養護教諭の存在】を挙げていた。そ
のために、大学での【専門職の知識・技術を身につけ
る学び】を通して「子どもが自分の身を守っていける
ように健康や心に関する知識を学べるようにし、安心
できる学校をつくる養護教諭になりたい」と記述し
た。大学での学びを基盤として、【子どもの観察】を
して「変化に気づき、判断して、対処できる養護教
諭」、【入りやすい保健室づくり】をして「余裕をもっ
て子どもと対応する養護教諭になりたい」と記述し
た。また、【冷静な判断力】を持ち、「病気・怪我・不
登校に対して、中心的役割を担う養護教諭」、【子ども
が成長できるような支援】により「子ども自身で対処
できる力を養える教育力のある養護教諭になりたい」
と記述した。これらの「子どもの観察」「入りやすい
保健室」「冷静な判断」「子どもが成長できる支援」の
4点はそれぞれ相俟って、「子ども、教員、保護者と
コミュニケーションをとり、先生方と連携して子ども
の身体と心のケアをすることで【子ども、教員、保護
者に信頼される】養護教諭になりたい」と記述し、学
生の「信頼される養護教諭」になりたいという思いを
捉えることができた。
（2）授業後の見取図の結論文
履修生は「養護入門」の 15回の授業を終えた後に、

「どのような養護教諭になりたいか」の質問に対して、
【「養護入門」の学習】では、「養護教諭の仕事を学び、
様々な事例を通して、子ども理解の奥深さや関わり方
を学んだ」と記述した。そのために、「専門的な知識
と技術を持ち、子どもの命を守り、安全な学校をつく
ることで【子ども、教員、保護者から信頼】される養
護教諭」、「子どもが気軽に立ち寄れる、落ち着いた
【居心地の良い保健室】をつくる養護教諭」、「【子ども
が成長し、自信に繋げられる教育的な関わり】がで
き、保健教育や性教育ができる養護教諭」、「子どもの
複雑な問題解決のために、【教職員・保護者・関係機
関と連携】して対処できる養護教諭になりたい」と記
述した。これらの 4点は互いに相俟ってなりたい養護
教諭像を重層化している。さらにこれら 4点に通底し
て、これらの能力・実践力を備えた養護教諭は、「穏
やかで親しみやすく、子どものために尽力する誠実な
人間性を備えた【学校になくてはならない存在】であ
る」と記述した。そのような養護教諭になるために

【これからの大学生活】では、「様々な子どもに対応で
きるようになるための勉強やボランティアの経験をし
たい」と意欲をみなぎらせていることが捉えられた。

Ⅳ 考察

1 「養護入門」履修による養護教諭志向・
適性・意欲の授業前、中間、授業後

の3時点の経時的変化

養護教諭志向と適性は、初回・中間・最終の 3時点
において変化は認められなかった。養護教諭志向は、
入学直後に高いものの在学中に揺れ動き、低下の傾向
をみることが指摘されている15）。同様に適性感につい
ても揺らぎが生じると報告されている16）。これらは、
主に 3年次もしくは 4年次の養護実習の経験や、専門
科目において養護教諭の職の奥深さを知り、自分自身
と向き合うことによる葛藤が起こるためと推察され
る16）。それに対して「養護入門」は、専門学習にいざ
なう入門的内容を主とするため、学生に揺らぎを起こ
させるまでには至っていないためと考えらえる。一
方、意欲は初回と最終回間で有意差が認められた。初
回の平均値が 4.94と高く、低下したものの、最終回
の平均値も 4.75と高かった。本授業では、物語を作
成したり（第 1回）、担当者により事例17）を提示した
り（第 3、7、10、11、12回）、養護教諭の仕事の魅力
を伝え合う（第 13回）など工夫をこらした授業づく
りを行った。これらの授業が最終回の平均値の高さに
つながっていったと考えられる。本授業の目的である
「養護教諭の職務に対する興味・関心を高め、学修意
欲をみなぎらせる」は概ね達成できたといえる。

2 「養護入門」履修による学習の経時的変化

1）「知識・技能」
「学校のシステムとは何かを考え、自分なりに表現
できるか」「教育とは何かを考え、自分なりに表現で
きるか」はともに中間・最終は初回より得点が上昇し
有意差が認められた。履修者の学校・教育への関心は
高まっていったと考えられた。しかし，他の質問項目
に比べて平均値は低かった。「学校のシステムとは何
か」については、第 5、9回の授業において、学校教
育における学校保健や保健室の位置づけ、養護教諭の

● ● ○ 「養護入門」授業実践報告（2）－履修者の養護教諭に関する意識及び学習の経時的変化－

総合福祉科学研究 第 13号（2022）18



一日、学級担任等との連携・協働などを取り上げ、例
示して考えさせたものの「学校のシステム」に関する
まとまった知識を扱うには至らなかったことが要因と
考えられる。
「教育とは何か」については、教育というものを何
も学んでいない段階の初回では、学生は、「教育とは、
何かを教えるものである」というように一面的にのみ
捉え、例えば、養護教諭の行う教育には健康に関する
保健指導などをイメージしていると考えられる。そし
て、児童生徒の相談や話を聴く中には教育は含まれて
いないと捉えていると推測される。しかし、担当者か
ら提示される事例に触れることから、教育とは単純な
ものではなく、児童生徒の相談に乗ることの中にこそ
教育の本質があることに気づき、「どのように生きる
のか」「どのような考え方をするのか」「どのように問
題を乗り越えるのか」などを児童生徒自らが築き上げ
ていくことに着目することによって、学生自身の中で
教育に対する概念ができつつあると考えられた。この
養護入門の授業は、教育とは深みがあることを知れば
知るほど、そう簡単には一言で言い表せないことを実
感し、そのうえで今後の 4年間を通して「教育とは何
か」を自ら構築していく作業を行うための第一歩とな
っている。
一方、「養護教諭の職とは何かを考え、自分なりに

表現できるか」「子どもに関して考え、自分なりに知
ることができるか」は、ともに平均値は比較的高かっ
た。養護教諭の職と子どもについては、各回の授業で
様々な角度から扱い、学生の思考を刺激できていたと
考えられる。

2）「思考力・判断力・表現力」
「自ら養護教諭として働く意味を考え、自分なりに
発表することができるか」において、初回から中間に
かけて上昇し、最終で下降した。初回は養護教諭とし
て働くことの意味を考えるというより、漠然と描ける
段階であったのではないかと推測される。「自ら養護
教諭として働く意味」と直接的に関連する具体的な事
例が授業で多く取り上げられたことにより学習がさら
に深まり、初回から中間にかけて得点が上昇したが、
その後、授業が進むにつれて、揺らぎや葛藤、養護教
諭を自分の職として考え責任の重さを実感し始めたこ
とにより低下の変化を呈したことが推測される。「子

どもの立場から養護教諭の職を考え、自分なりに発表
できるか」「養護教諭の担う教育について考え、自分
なりに表現できるか」はともに有意差は認められなか
った。感染症の観点から、少人数での話し合い活動や
考えを発表する機会が少なかったことが要因であると
考えられる。来年度以降、対面授業で話し合いや発表
の機会を設けることにより、変化するか検討してい
く。

3）「主体性・多様性・協働性」
「学校の組織の一員としての養護教諭の役割につい
て考えを深め、専門的学習に取り組む意欲を持つこと
ができるか」において、初回、中間、最終と下降し有
意差が認められた。しかし、先の意欲と同様に、他の
項目と比べて平均値は高く、本授業の目的は概ね達成
されたと捉えることができる。「養護教諭と子どもの
関わりについて、他者と意見交換して互いに深め合う
ことができるか」は有意差は認められなかった。こち
らも対面授業が少なかったことが影響している。な
お、第 12回の授業では遠隔授業で紙上ケースメソッ
ドの形をとり、他者と意見の共有を行った。また、第
13回の授業では短縮対面授業において、養護教諭の
仕事の魅力を発表し合う機会を設けた。このように学
生が発表して他者と意見交流する機会を今後さらに確
保することが重要である。

3 「どのような養護教諭になりたいか」
の授業前後の比較

授業前の記述は、入学前の背景が異なる集団であ
り、個々の記述はバラエティーに富み、表札数は計
28個となった。小中高の養護教諭との出会いをあげ
た学生は 19名（26.0％）であった。大谷ら18）は、養
護教諭は「何でも話しを聞いてくれる」存在として印
象づけられた者は、養護教諭志向が高くなっていると
報告しており、養護教諭志向の重要な要素となってい
るといえる。図 1にみるように、小中高で出会った養
護教諭のようになるためには、大学での専門的な学習
が必要であり、その学習が基盤となって、子どもを観
察して変化に気づき、そのために入りやすい保健室を
作り、子どもが成長できるように、優しく、時には厳
しく指導することができ、冷静な判断力を持ち、子ど
も、教員、保護者から信頼される養護教諭像を記述し
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た。しかし、いずれも自らの小中高での経験や見聞か
ら導き出された像であり、表面的な記述にとどまって
いることはいなめない。
授業後の記述は、表札数は 10個と授業前の約 3分

の一となり、15回の授業履修を通して一定の知識理
解に到達した結果と捉えられる。講義は、大学設置基
準第 25条19）に定められた講義、演習、実験、実習若
しくは実技の 4つの教育方法の一つである。今年度
は、遠隔授業が主となったものの、音声付きパワーポ
イントなど視聴覚教材を使用し、事前資料提示や個別
指導による双方向の指導を取り入れた。15回の授業
により、履修生が一定の知識を獲得したことにより、
まとまりのある記述データが得られたと考えられる。
図 2にみるように、履修生は「養護入門」の学習によ
り、養護教諭とはどのような職業なのか知識を学ぶこ
とができ、様々な事例を通して、子ども理解の奥深さ
や、関わり方を学ぶことができ、他者の意見を共有す
ることで、自分の考えを身につけることができた。そ
のために、なりたい養護教諭像も子ども、教員、保護
者からの信頼を得て、居心地の良い保健室環境をつく
ることができ、子どもが成長し、自信に繋げられる関
わりをすることを通して教育できること、教職員、保
護者、SC、SSW などの関係者と連携をとり、情報共
有や情報交換を行って対処できる養護教諭になりたい
と記述し、養護教諭の理解の深まりや、SC、SSW、
保健教育、性教育など専門に関わる語彙が増えた。こ
れらの具体的な養護教諭像と通底し、普段から子ども
と交流し、穏やかで、親しみやすく、話しかけやすい
養護教諭であり、一人一人の子どもの話を最後まで聞
き、その子どもに合った養護を提供し、思いやりや優
しさを持つことを伝え、子どものために尽力する誠実
な人間性を備えた養護教諭は【学校になくてはならな
い存在】であると記述した。
人間性については、小川ら20）や川上21）の報告におい

ても、なりたい養護教諭や養護教諭に必要な資質・特
性の上位に挙げられている。さらに後藤ら22）は、「受
容」「相談」「母」「優しい」「聴く」などの語は、養護
教諭を目指すにあたっての根幹のイメージであると述
べている。本研究で導き出した【学校になくてはなら
ない存在】は、養護教諭が担う養護の本質の理解に基
づいた思考結果であり、本授業において 3名の担当者
が教育した成果であるといえる。

Ⅴ まとめ

科目「養護入門」2年目の授業実践について、履修
者の志向、適性、意欲の養護教諭に関する意識と学習
の経時的変化を質問紙調査により明らかにすることを
目的として分析した結果、以下の 3点を得た。
1 養護教諭への意欲は、初回より最終は低下したが、
平均値は高いことから、本授業は履修生の意欲に有
益に作用した。

2 「知識・技能」では、「学校システムとは何か」「教
育とは何か」において初回が最も低く、中間・最終
と上昇し有意差が認められたのは、授業で事例を多
く取り上げたことによると捉えられた。「思考力・
判断力・表現力」では、「自ら養護教諭として働く
意味を考える」は、中間で上昇し最終で下降したの
は、授業で知識を得ることで自己との葛藤が表出し
た結果と捉えられた。「主体性・多様性・協働性」
では、「学校の組織の一員としての養護教諭の役割
について考えを深め、専門的学習に取り組む意欲を
持つ」が初回、中間、最終と下降し有意差が認めら
れた。しかし、平均値が高いことから、本授業の達
成目標は概ね達成されたと捉えられた。

3 「どのような養護教諭になりたいか」の授業前後の
比較では、授業前は小中高の養護教諭の存在が志望
動機となって養護教諭像が作られていることが捉え
られた。授業後は「養護入門」の履修により、目指
す養護教諭像が明確化、具体化された。さらに養護
教諭は【学校になくてはならない存在】という記述
に到達し、今後の大学での専門的学習の意欲に繋が
った。
以上の結果から、本年度「養護入門」の授業目的と

達成目標はほぼ達成できたと結論づけることができ
た。
今後の課題として、遠隔授業の質的向上とオムニバ

ス授業の配列など授業構成の検討が必要である。さら
に、対面授業になった際は、教員と学生間、学生と学
生間の対話やディスカッション、発表の機会を多くす
ることで、「養護入門」履修者の養護教諭に関する意
識や学習がさらに向上することが期待される。
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